
皇
室
事
項

官
庁
報
告

平成™˜年˜˜月š—日 月曜日 第œ™—›号官 報
議
案
受
領
（
予
備
審
査
）

十
一
月
二
十
六
日
衆
議
院
か
ら
次
の
議
案
が
送
付
さ
れ

た
。障

害
者
虐
待
の
防
止
、
障
害
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支

援
等
に
関
す
る
法
律
案
（
馳
浩
外
四
名
提
出
）（
衆
第
六

号
）

肝
炎
対
策
基
本
法
案
（
厚
生
労
働
委
員
長
提
出
）（
衆
第

七
号
）

国
会
議
員
の
歳
費
、
旅
費
及
び
手
当
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
議
院
運
営
委
員
長
提
出
）

（
衆
第
八
号
）

国
会
議
員
の
秘
書
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
（
議
院
運
営
委
員
長
提
出
）（
衆
第

九
号
）

国
会
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
（
議
院
運
営
委
員
長
提
出
）（
衆
第
一
〇

号
）

議
案
付
託

十
一
月
二
十
六
日
議
長
は
、
次
の
衆
議
院
提
出
案
を
委

員
会
に
付
託
し
た
。

肝
炎
対
策
基
本
法
案
（
衆
第
七
号
）

厚
生
労
働
委
員
会
に
付
託

国
会
議
員
の
歳
費
、
旅
費
及
び
手
当
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
衆
第
八
号
）

国
会
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
（
衆
第
一
〇
号
）

国
会
議
員
の
秘
書
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
（
衆
第
九
号
）

議
院
運
営
委
員
会
に
付
託

ま
た
、
同
日
議
長
は
、
衆
議
院
送
付
の
次
の
内
閣
提
出

案
を
委
員
会
に
付
託
し
た
。

一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
号
）

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
二
号
）

国
家
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
三
号
）

総
務
委
員
会
に
付
託

議
案
付
託
（
予
備
審
査
）

十
一
月
二
十
六
日
議
長
は
、
次
の
衆
議
院
送
付
案
を
委

員
会
に
付
託
し
た
。

肝
炎
対
策
基
本
法
案
（
厚
生
労
働
委
員
長
提
出
）（
衆
第

七
号
）

厚
生
労
働
委
員
会
に
付
託

国
会
議
員
の
歳
費
、
旅
費
及
び
手
当
等
に
関
す
る
法
律

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案（
議
院
運
営
委
員
長
提
出
）

（
衆
第
八
号
）

国
会
議
員
の
秘
書
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
（
議
院
運
営
委
員
長
提
出
）（
衆
第

九
号
）

国
会
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案
（
議
院
運
営
委
員
長
提
出
）（
衆
第
一
〇

号
）

議
院
運
営
委
員
会
に
付
託

議
案
送
付
（
予
備
審
査
）

十
一
月
二
十
六
日
議
長
は
、
次
の
議
員
提
出
案
を
衆
議

院
に
送
付
し
た
。

会
計
検
査
院
法
及
び
予
算
執
行
職
員
等
の
責
任
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
林
芳
正
外
七
名

発
議
）

国
家
公
務
員
等
が
不
正
に
資
金
を
保
管
す
る
た
め
に
虚

偽
の
請
求
書
の
提
出
を
要
求
す
る
行
為
等
の
処
罰
に
関

す
る
法
律
案
（
林
芳
正
外
七
名
発
議
）

議
案
撤
回
通
知
書
受
領

十
一
月
二
十
六
日
衆
議
院
か
ら
、
次
の
議
案
は
提
出
者

が
撤
回
し
た
旨
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

肝
炎
対
策
基
本
法
案
（
川
崎
二
郎
外
八
名
提
出
）

裁
判
官
の
報
酬
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
（
閣
法
第
四
号
）

検
察
官
の
俸
給
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
（
閣
法
第
五
号
）

裁
判
官
の
育
児
休
業
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
（
閣
法
第
六
号
）

法
務
委
員
会
に
付
託

万
国
郵
便
連
合
憲
章
の
第
八
追
加
議
定
書
、
万
国
郵
便

連
合
一
般
規
則
の
第
一
追
加
議
定
書
及
び
万
国
郵
便
条

約
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件
（
閣
条
第
一

号
）

郵
便
送
金
業
務
に
関
す
る
約
定
の
締
結
に
つ
い
て
承
認

を
求
め
る
の
件
（
閣
条
第
二
号
）

南
東
大
西
洋
に
お
け
る
漁
業
資
源
の
保
存
及
び
管
理
に

関
す
る
条
約
の
締
結
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
の
件

（
閣
条
第
三
号
）

防
衛
省
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
九
号
）

外
交
防
衛
委
員
会
に
付
託

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
に
よ
る
健
康
被
害
の

救
済
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
案
（
閣
法
第
七
号
）

厚
生
労
働
委
員
会
に
付
託

質
問
主
意
書
提
出

十
一
月
二
十
六
日
議
員
か
ら
次
の
質
問
主
意
書
が
提
出

さ
れ
た
。

中
国
に
よ
る
東
シ
ナ
海
ガ
ス
田
開
発
に
関
す
る
再
質
問

主
意
書
（
山
谷
え
り
子
提
出
）（
第
六
〇
号
）

防
衛
上
の
重
要
拠
点
に
お
け
る
外
国
資
本
進
出
に
関
す

る
再
質
問
主
意
書
（
山
谷
え
り
子
提
出
）（
第
六
一
号
）

自
衛
隊
基
地
・
駐
屯
地
等
に
お
け
る
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
現

金
自
動
預
払
機
撤
去
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
佐
藤
正

久
提
出
）（
第
六
二
号
）

行
政
刷
新
会
議
に
設
置
さ
れ
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

と
評
価
者
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書（
草
川
昭
三
提
出
）

（
第
六
三
号
）

行
政
刷
新
会
議
に
設
置
さ
れ
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

の
評
価
者
と
議
員
の
兼
職
禁
止
等
に
関
す
る
質
問
主
意

書
（
草
川
昭
三
提
出
）（
第
六
四
号
）

事
業
仕
分
け
の
評
価
者
の
適
格
性
に
関
す
る
質
問
主
意

書
（
草
川
昭
三
提
出
）（
第
六
五
号
）

行
政
刷
新
会
議
に
設
置
さ
れ
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

が
行
う
事
業
仕
分
け
に
各
省
庁
が
参
加
す
る
法
的
根
拠

等
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
草
川
昭
三
提
出
）（
第
六
六

号
）

産
業
技
術
総
合
研
究
所
の
ポ
ス
ド
ク
研
究
者
の
公
務
員

宿
舎
へ
の
入
居
に
関
す
る
質
問
主
意
書（
紙
智
子
提
出
）

（
第
六
七
号
）

行
幸
啓

天
皇
皇
后
両
陛
下
は
、
十
一
月
二
十
六
日
午
前
十
時
四

分
御
出
門
、
平
林
寺
を
御
訪
問
の
た
め
、
埼
玉
県
新
座
市

へ
行
幸
啓
、
午
後
二
時
二
十
四
分
還
幸
啓
に
な
っ
た
。

労

働

争
議
行
為
の
通
知
の
公
表
に
つ
い
て

労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
2
1年
法
律
第
2
5号
）
第
3
7条

第
１
項
及
び
労
働
関
係
調
整
法
施
行
令
（
昭
和
2
1年
勅
令

第
4
7
8号
）
第

1
0条
の
４
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
長

崎
私
交
通
労
働
組
合
か
ら
、
定
年
延
長
等
の
要
求
に
関
し

て
、
平
成
2
1年

1
2月
１
日
以
降
、
同
組
合
の
組
合
員
が
従

事
す
る
長
崎
自
動
車
株
式
会
社
の
全
職
場
（
愛
知
県
、
京

都
府
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
長
崎
県
及
び
大
分
県
）
に
お

い
て
、
争
議
行
為
を
行
う
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同

条
第
４
項
の
規
定
に
基
づ
き
公
表
す
る
。

平
成

2
1
年

1
1
月

3
0
日厚生
労
働
大
臣
長
妻

昭

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

岩
手
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
２
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
5条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
岩
手
県
鉄
鋼
業
、金
属
線
製
品
、

そ
の
他
の
金
属
製
品
製
造
業
最
低
賃
金
（
平
成
2
0年
岩
手

労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
２
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
1
9条
第
１
項
の
規

定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成

2
1
年

1
1
月

3
0
日岩手
労
働
局
長
山
嵜
眞
司

第
４
号
中
「
１
時
間
7
0
1円
」
を
「
１
時
間
7
0
4円
」
に

改
め
る
。

岩
手
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
３
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
5条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
岩
手
県
電
子
部
品
・
デ
バ
イ

ス
・
電
子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具

製
造
業
最
低
賃
金
（
平
成
2
0年
岩
手
労
働
局
最
低
賃
金
公

示
第
３
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定
を
し

た
の
で
、同
法
第
1
9条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成

2
1
年

1
1
月

3
0
日岩手
労
働
局
長
山
嵜
眞
司

第
４
号
中
「
１
時
間
6
8
5円
」
を
「
１
時
間
6
8
8円
」
に

改
め
る
。

労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
2
1年
法
律
第
2
5号
）
第
3
7条

第
１
項
及
び
労
働
関
係
調
整
法
施
行
令
（
昭
和
2
1年
勅
令

第
4
7
8号
）
第

1
0条
の
４
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
国

鉄
西
日
本
動
力
車
労
働
組
合
か
ら
、
安
全
基
本
計
画
の
見

直
し
等
の
要
求
に
関
し
て
、
平
成
2
1年

1
2月
１
日
以
降
、

同
組
合
の
組
合
員
が
従
事
す
る
西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会

社
の
全
職
場
（
大
阪
府
及
び
広
島
県
）
に
お
い
て
、
争
議

行
為
を
行
う
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
４
項
の

規
定
に
基
づ
き
公
表
す
る
。

平
成

2
1
年

1
1
月

3
0
日厚生
労
働
大
臣
長
妻

昭

岩
手
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
４
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和

3
4年
法
律
第

1
3
7号
）
第

1
5条
第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
岩
手
県
光
学
機
械
器
具
・
レ
ン

ズ
、
時
計
・
同
部
分
品
製
造
業
最
低
賃
金
（
平
成
2
0年
岩

手
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
４
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
1
9条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

平
成

2
1
年

1
1
月

3
0
日岩手
労
働
局
長
山
嵜
眞
司

第
４
号
中
「
１
時
間
6
8
8円
」
を
「
１
時
間
6
9
2円
」
に

改
め
る
。
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